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北海道真狩高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

全国の農業高校の行動計画

Ⅰ
グローカル教育で人材
を育てる学校

１
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

地域の特性を生かし、教育資源を活用す
ることにより「有機農業コース」と「野
菜製菓コース」やプロジェクト学習の充
実、発展を図ります。

・プロジェクト学習に
　て、地域と連携した
　学習や地域資源を活
　用した商品開発の実
　施
・地域内外での販売会
　の実施における教育
　の充実、発展

・プロジェクトをはじ
　めとした学習にてグ
　ローバルな視点を取
　り入れた目標の設定
　と実施
・海外観光客へ向けた
　販売会の実施

２
「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

インバウンドをいかした生徒の英語教育
における実践機会を提供しグローカル教
育を推進します。

Ⅱ
地域社会・産業に寄与
する学校

３
「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

講演会や先進地視察を含めた担い手研修
を実施します。
地域に向けた本校ＧＡＰ圃場を公開しま
す。

・管内外の農業関連施
　設や大学へ視察研修
　の実施
・地元企業や専門機関
　による出前授業の実
　施
・関連機関と連携し、
　地域に向けた有機農
　業研修の実施

・地域産業の教育力を
　生かした担い手研修
　の実施

４
「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。

日頃の学習を生かし、プロジェクト活動
では地域貢献を意識した課題設定をし、
関係機関と連携した専門教育を推進しま
す。

・地元の関連企業や大学
　などと協力したプロ
　ジェクト活動の実施
・各種コンテストの入
　賞、商品化・販売の実
　施

Ⅲ
地球環境を守り創造す
る学校

５
「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

循環型社会意識を高め、安全・安心な農
産物・加工品の生産・製造により地域へ
の発進力を高めます。

・有機ＪＡＳとＪＧＡ
　Ｐの認証や地域資源
　を活用した循環型農
　業の実施
・ＨＡＣＣＰの管理体
　制による安心安全な
　作物生産や菓子製造
　の実施

・本校認証制度に向けた
　取組の地域発信に向け
　た広報活動のさらなる
　充実

６
「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

村立学校の特色をいかし、保・小・中と
の連携学習や地域交流をとおして、農業
教育活動を地域に広めます。

・保育所や小学校と本校
　農場を利用した大豆
　100粒運動や体験学習
　の実施
・本校で栽培した草花
　を利用した花壇造成
　などの実施

・各連携をとおして、
　地域に向けて本校の
　教育活動のさらなる
　発信

Ⅴ
地域防災を推進する学
校

８
「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

危険物取扱や普通救命講習の資格取得を
推奨します。
校内防災をはじめ地域防災について意識
を高め、各施設、設備、車輌等の点検・
管理に努め、生徒の安全教育を推進しま
す。

・危機管理マニュアル
　の点検・見直しの実
　施
・防災教育や安全教育
　として避難訓練や普
　通救命講習の実施

・危機管理意識を高め
　管理記録の保管と情
　報共有
・労働災害防止に向け
　た情報や意識のさらな
　る強化

Ⅳ
地域交流の拠点となる
学校

７
「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

創造社会に向けたスマート農業や持続可
能な農業を推進します。

・ロボットトラクタに
　おける自動操舵や農
　業用ドローンの活用
・リジェネラティブ農
　業・炭素循環農法に
　よる有機農業に向け
　ての産官学連携の実
　施

・タブレットを活用し
　たスマート農業や地
　域交流の実施
・持続可能な農業に向
　け科学的な視点で考
　える力を身につけさ
　せる
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・地域特産物などの有機
　栽培の実施
・ＳＮＳなどを活用した
　広報活動による、本校
　取り組みのさらなる発
　信

・英語に触れる取組みが
　増えことにより、英語
　検定の上位級受検者の
　増加

・地域と協力し、海外
　の方に対応した販売
　会や交流会の実施


